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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
に
当
た
り
、
ま
ず
は
会
員
法
人
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
そ
こ
に

働
く
皆
様
と
ご
家
族
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
本
年
は
、
当
会
に
と
り
ま
し
て

｢

社
団
化
設
立
三
〇
周
年｣

に

当
た
り
ま
す
し
、
現
在
取
組
ん
で
お
り
ま
す

｢

新
公
益
法
人｣

へ
の
移

行
と
相
俟
っ
て
、
正
に
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

そ
の
意
味
で
こ
の
一
年
は
、
戦
後
逸
早
く

｢

酒
田
法
人
協
会｣

を
設

立
し
て
六
四
年
の
歴
史
も
踏
ま
え
つ
つ
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ

り
ま
す
。
新
公
益
法
人
法
に
基
づ
い
て
、
新
し
い

｢

衣｣

に
換
え
、
そ

こ
に
新
し
い

｢

運
営
ソ
フ
ト｣

を
ど
う
構
築
し
て
い
く
か
を
、
皆
様
と

と
も
に
改
め
て
考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
幸
い
、
こ
こ
数
年
注
力

し
て
き
ま
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
造
り
も
軌
道
に
乗
っ
て
参
り
ま
し
た
し
、

｢

税
を
考
え
る
週
間｣

に
お
け
る
集
客
力
・｢

出
前
租
税
教
室｣

の
長
期

継
続
実
施
を
は
じ
め
、
青
年
部
会
・
女
性
部
会
・
三
水
会
の
年
関
計
画

に
沿
っ
た
テ
ー
マ
を
定
め
て
の
事
業
の
展
開
等
、
地
域
貢
献
の
実
も
挙

が
っ
て
参
り
ま
し
た
。
昨
年
一
一
月
に
は
、
酒
田
税
務
署
長
よ
り

｢

感

謝
状｣

(

楯)

を
あ
り
が
た
く
も
頂
戴
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

新
年
、
ま
た
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、
税
務
関
連
の
活
動
を
中
心
に
据

え
つ
つ
も
、
組
織
に
見
合
っ
て
の

｢

集
ま
る
場｣

を
大
切
に
し
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
倍
旧
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

社
団
法
人
酒
田
法
人
会
の
前
田
会
長
は
じ
め
役
員
並
び
に
会
員
の
皆

様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
に
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
に
展
開
さ
れ
た
、
公
益
法
人
に
向
け
て
の
的
確
な
対
応
、
会

員
増
強
へ
の
熱
心
な
取
組
み
、
出
羽
人
形
に
よ
る
租
税
教
室
、
ｅ
�
Ｔ

ａ
ｘ
の
普
及
・
拡
大
、
更
に
は

｢

税
を
考
え
る
週
間｣

に
お
け
る
津

軽
三
味
線
の
演
奏
会
な
ど
、
幅
広
い
事
業
に
対
し
ま
し
て
深
く
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
本
年
は
、
酒
田
法
人
会
の
社
団
化
三
〇
周
年
の
節
目
の
年
で
あ

り
、
今
後
と
も
活
力
あ
る
事
業
の
展
開
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
税
務
行
政
を
取
巻
く
環
境
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
Ｉ

Ｔ
化
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、
国
税
庁
の
使
命
で
あ
る

｢

国
税
の
適
正
か
つ
公
平
な
賦
課
お
よ

び
徴
収
の
実
現｣
に
向
け
、
ｅ
�
Ｔ
ａ
ｘ
の
普
及
・
拡
大
と
内
部
事
務

一
元
化
を
重
要
課
題
と
し
て
取
組
み
、
事
務
処
理
の
効
率
化
、
納
税
者

の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
団
法
人
酒
田
法
人
会
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
方
の
ご
繁
栄
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
私
の
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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副会長・総務委員長
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副会長・広報委員長
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税制委員長
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。日

頃
は
、
会
員
の
皆
様
に
は
当
部
会
の
活

動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
例
年
に
な
く
多
く
の
卒
業
生
を
送

り
出
し
会
員
数
が
少
々
寂
し
く
な
り
ま
し
た

が
、
お
蔭
様
で
活
動
は
順
調
に
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
四
年
目
を
迎
え
た｢

出
前
租
税
教
室｣

は
、
今
年
度
市
内
小
学
校
四
校
・
五
六
〇
名

の
児
童
と

｢

税
っ
て
何
？｣

を
考
え
ま
し
た

し
、｢

税
を
考
え
る
週
間｣

に
お
い
て
は
、

中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
昨
年
度
に
引
続
い

て
一
、二
八
〇
名
と
会
場
一
杯
の
皆
さ
ん
と

｢

岡
田

修
の
世
界｣

を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。｢

税
務
セ
ミ
ナ
ー｣

・｢

先
進
企

業
訪
問｣

・｢

講
演
会｣

と
会
員
活
動
の
実
施

を
通
じ
て
、
メ
ン
バ
ー
間
の
交
流
が
深
ま
り
、

問
題
意
識
を
以
っ
て
行
動
に
繋
げ
る
こ
と
が

出
来
る
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
支
援
・
ご

指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

卯
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

私
た
ち
女
性
部
会
は
、
昨
年
春
に
は

｢

一

五
周
年
記
念
樹

(

桜)｣

が
大
地
に
し
っ
か

り
根
付
い
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
、
夏
に
は

生
活
習
慣
病
時
代
に
お
け
る

｢

日
本
食
の
大

切
さ｣

を
学
び
、
秋
に
は
心
と
健
康
に
役
立

つ｢

ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ｣

を
体
験
し
、
仕
上
げ
？

は
｢
大
正
ロ
マ
ン
漂
う
銀
山
温
泉｣

で
の
和

や
か
な
交
流
会
で
し
た
。

長
期
計
画
で
実
施
し
て
い
る

｢

出
前
租
税

教
室｣

は
、
国
税
局
の
Ｙ
ｏ
ｕ
�
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

で
も
紹
介
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
、
六
年
生
児

童
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た
税
を
テ
ー
マ
に
し

た

｢

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル｣
も
、
多
数
の

作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
パ
ネ
ル
展
示
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
は
、｢

公
益
認
定｣

を
目
指
す
年
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
女
性
部
会
と
し
て
も
青

年
部
会
と
の
連
携
や
、
他
法
人
会
と
の
交
流

も
図
り
な
が
ら
、
地
域
貢
献
活
動
に
役
立
っ

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

新
し
い
年
、
皆
様
の
益
々
の
ご
多
幸
を
お

祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。会

員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
健
勝
に
て
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。三

水
会
は
実
務
を
担
当
す
る
立
場
で
、
こ

の
変
化
の
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
あ
っ

て
重
要
な
役
割
を
自
覚
し
て
活
動
し
て
お
り

ま
す
。｢

我
が
国
の
財
政
状
況｣

・｢

税
制
改

正｣

・｢

改
正
労
基
法
の
ポ
イ
ン
ト｣

・｢

六
五

歳
定
年
時
代
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン｣

・｢

県
内
交

通
イ
ン
フ
ラ
状
況
と
経
済
効
果｣

｢

金
山
の

街
造
り｣

と
多
彩
な
テ
ー
マ
を
採
り
あ
げ
て

学
び
、
研
修
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
公

益
事
業
を
念
頭
に

｢

公
開
講
座｣

の
機
会
も

増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
一
段
と
深
ま
る

中
、
情
報
の
ス
ピ
ー
ド
も
速
く
、
自
己
研
鑽

だ
け
で
は
追
い
つ
か
な
い
分
、
本
年
も
メ
ン

バ
ー
間
の
活
発
な
交
流
と
、
会
員
の
皆
様
の

変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い
し
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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中央下地区長
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東部地区長
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南部地区長
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河南地区長
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遊佐地区長
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八幡地区長
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松山地区長
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平田地区長
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今
年
度
の
優
良
納
税
者
表
彰
式
は
、

一
一
月
一
二
日(

金)

に
産
業
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
先
立
っ
て

一
〇
月
二
七
日(

水)

に
行
わ
れ
た
国

税
庁
表
彰
も
、
当
日
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。当

会
関
係
で
表
彰
さ
れ
た
方
は
次

の
通
り
で
す
。

国
税
庁
長
官
納
税
表
彰

社
団
法
人
酒
田
法
人
会

会
長

前
田

直
己

氏

((

社)

県
法
人
会
連
合
会
副
会
長)

酒
田
税
務
署
長
表
彰

林
建
設
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

林

有
一
郎

氏

((
社)

酒
田
法
人
会
理
事)

�
�
�
�
�
�

�
�

�
	

今
年
度
第
一
回
役
員
合
同
会
議
が
、
一
〇
月
二

一
日
に
開
催
さ
れ
、
組
織
委
員
会
の
答
申
通
り

｢

会
員
増
強
運
動｣

の
基
本
方
針
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

組
織
強
化
の
取
組
み
は
、
通
年
の
主
要
課
題
で

あ
り
、
稼
動
法
人
数
そ
の
も
の
が
、

減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
加
入
率

七
〇
％
を
維
持
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
地
区
別
・
個
人
別

の
目
標
を
設
定
し
、
組
織
的

に
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
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全
法
連
は
全
国
大

会

(

熊
本)

を
経
て
、

政
府
・
政
党
・
国
会

議
員
に
対
し
、
今
年

度
も
来
年
度
に
お
け

る
税
制
改
正
に
向
け

て
、
法
人
会
と
し
て

取
り
纏
め
た
意
見
要

望
を
集
約
し
、
提
言

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
と
合
わ
せ
て
各

単
位
会
に
お
い
て
も
、
地
方
自
治
体
・
議
員
等
へ

の
働
き
か
け
に
つ
い
て
、
指
示
が
あ
り
、
当
会
と

し
て
も
、
一
一
月
二
四
日
に
阿
部
酒
田
市
長
お
よ

び
冨
樫
市
議
会
議
長
に
対
し
、
前
田
会
長
・
岩
井

税
制
副
委
員
長
か
ら
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
①
行
財
政
改
革
に

向
け
議
員
・
公
務
員
定
数
の
大
胆
な
削
減
、
②
税

制
の
抜
本
改
革
で
元
気
な
日
本
復
活
、
③
法
人
実

効
税
率
を
主
要
国
並
み
の
三
〇
％
以
下
に
引
下
げ
、

④
所
得
税
は
広
く
薄
く
負
担
を
求
め
基
幹
税
と
す

る
、
⑤
企
業
継
続
に
役
立
つ
事
業
承
継
税
制
、

⑥
消
費
税
率
の
見
直
し
議
論
、
⑦
地
方
分
権
推
進

の
た
め
の
三
位
一
体
改
革
、
⑧
年
金
・
医
療
・
介

護
の
制
度
改
革
を
断
行
し
、
持
続
可
能
な
社
会
保

険
制
度
の
確
立
…

…
で
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
地
方
税

制
に
お
い
て
は
、

固
定
資
産
税
の
軽

減
と
事
業
所
税
の

廃
止
を
提
言
い
た

し
ま
し
た
。

��������	
��
������
������

平
成
一
九
年
九
月
か
ら
始
ま
っ
た
郷
土

伝
統
芸
能
で
あ
る

｢

出
羽
人
形
芝
居｣

に

よ
る

｢

出
前
租
税
教
室｣

も
今
年
度
で
四

年
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
市
内
小
学
校
一

二
校
・
二
、六
〇
〇
人
の
児
童
を
対
象
に
、

税
の
大
切
さ
・
国
民
の
義
務
に
つ
い
て
伝

え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
仙
台
国
税
局

の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ー
ｎ
ｔ
ａ
ｃ
ｈ
ｎ
ｎ
ｅ
ｌ

に
紹
介
さ
れ
、
毎
年
継
続
的
な
取
り
組
み

と
し
て
評
価
さ
れ
、
一
一
月
一
日
付
け
で
、

酒
田
税
務
署
長
か
ら

｢

感
謝
状｣

(

楯)

を
頂
戴
し
ま
し
た
。
今
後
も
遊
佐
も
含
め

て
毎
年
四
校
づ
つ
継
続
し
て
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
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毎
年

｢

税
を
考
え

る
週
間｣

(

一
一
月

一
一
日
〜
一
七
日)

に
は
、
当
会
と
し
て

は
記
念
公
演
会

(

講

演
会)

を
開
催
し
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
得
て
き
て
お
り

ま
す
。
今
年
度
は
、

酒
田
出
身
の
津
軽
三

味
線
奏
者
の
岡
田
修

氏
を
お
招
き
し
、
そ

の
迫
力
満
点
の
演
奏

を
堪
能
い
た
し
ま
し

た
。一

一
月
一
二
日

(

金)

の
市
民
会
館
・

希
望
ホ
ー
ル
は
、
地

元
フ
ァ
ン
や
同
級
生

も
加
わ
り
、
開
場
時

間
前
か
ら
大
勢
の
皆

さ
ん
で
一
杯
と
な
り
、

繰
り
上
げ
入
場
と
な

り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ

ン
グ
は
津

軽
の
原
風

景
を
バ
ッ

ク
に
、
津

軽
弁
の
ナ

レ
ー
シ
ョ

ン
で
始
ま

り
、
津
軽

三
味
線
独

特
の
幽
玄
に
し
て
哀
愁
を
帯
び
た
音
色

は
、
弥
が
上
に
も
聞
く
も
の
の
心
に
迫

る
も
の
が
あ
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

｢

火

の
鳥｣
を
含
め
て
一
〇
曲
の
演
奏
は
、

実
に
圧
巻
で
あ
り
ま
し
た
。
特
に
故
郷

に
想
い
を
込
め
た
｢

さ
か
た
幻
燈
記｣

に
は
、
会
場
の
共
感
も
高
ま
り
、
正
に

｢

岡
田
修
の
世
界｣
を
満
喫
し
た
一
夜

と
な
り
ま
し
た
。

主
催
者
と
し
て
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
地
元
・
酒
田
に
縁
あ
る
方
を
招
く
こ

と
の
効
用
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
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